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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成29年２月13日に公表いたしました平成29年 12月期の業績予想を下記の通

り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

                        記 

１．連結業績予想数値の修正 

平成29年12月期第２四半期（累計）連結業績予想の修正（平成29年１月１日～平成29年６月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 

帰 属 す る 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

25,000 

百万円 

1,100 

百万円 

1,100 

百万円 

700 

円 銭 

182.84 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 25,500 1,300 1,400 1,050 275.00 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 500 200 300 350  

増  減  率 （  ％  ） 2.0 18.2 27.3 50.0  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 28 年 12 月期第２四半期) 
24,410 1,193 1,084 932 243.47 

※前期第２四半期の１株当たり四半期純利益につきましては、前連結会計年度の期首に株式併合が行われたと

仮定して金額を算定しております。 

 

平成29年12月期通期連結業績予想の修正（平成29年１月１日～平成29年12月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

49,500 

百万円 

1,360 

百万円 

1,360 

百万円 

800 

円 銭 

208.96 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 50,000 1,450 1,500 1,100 288.10 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 500 90 140 300  

増  減  率 （  ％  ） 1.0 6.6 10.3 37.5  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 平 成 2 8 年 1 2 月 期 ) 
48,977 1,414 1,338 1,005 262.60 

※前期の１株当たり当期純利益につきましては、前連結会計年度の期首に株式併合が行われたと仮定して金額

を算定しております。 
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２．個別業績予想数値の修正 

平成29年12月期通期個別業績予想の修正（平成29年１月１日～平成29年12月31日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

36,000 

百万円 

800 

百万円 

450 

円 銭 

115.81 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 36,300 900 700 180.62 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 300 100 250  

増  減  率 （  ％  ） 0.8 12.5 55.6  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 平 成 2 8 年 1 2 月 期 ) 
35,755 935 658 169.47 

※前期の１株当たり当期純利益につきましては、前会計年度の期首に株式併合が行われたと仮定して金額を算

定しております。 

 

３．修正の理由 

１）連結業績予想の修正につきましては、クリーニング事業において比較的高価格帯なクリーニング需

要が増加したことおよびレンタル事業においてナショナルチェーン等からの需要が増加したことな

どにより、売上高について、予想を上方修正いたします。 

営業利益については、売上高増加の影響により、予想を上方修正いたします。 

経常利益については、営業利益増加の影響および為替差益計上により、予想を上方修正いたします。 

また、親会社株主に帰属する当期純利益については、経常利益増加の影響および繰延税金資産の追加

計上により、予想を上方修正いたします。 

２）個別業績予想の修正につきましては、クリーニング事業において比較的高価格帯なクリーニング需

要が増加したことおよびレンタル事業においてナショナルチェーン等からの需要が増加したことな

どにより、売上高について、予想を上方修正いたします。 

経常利益については、売上高増加の影響により、予想を上方修正いたします。 

また、当期純利益については、経常利益増加の影響および繰延税金資産の追加計上により、予想を上

方修正いたします。 

 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今

後のさまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以 上 

 


